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Abstract

The cultured seeds of the sea urchin, Strongylocentrotus intermedius produced from adult sea 

urchins in Sea of Japan and Pacific Ocean were released off the coast of Toi, eastern Tsugaru 

Strait, and off the coast of Yoichi, western Sea of Japan, Hokkaido, respectively. Their 
reproductive cycles were examined in the present study.

The seeds which had been released in Toi spawned in September to November same as the 

native population in Sea of Japan but their those gonads did not develop so well as those of native 

population during fishing season (January to March). The seeds which had been released in 
Yoichi spawned in August. Consequently, it was concluded that release of the seeds from adult sea 

urchins that those habitats were geographically separated was unreasonable.

近年,北 海道 で はエゾバ フ ンウニ,Strongylocentro-

tus intermedius資 源 の維持,増 大 を図 るために積極的

に人工 種苗が放流 され ている。放流数 は1988年 以降

増大 し,1991年 には3,424万 個体 に達 してい る*。

 放流 したウニ類人工種苗 を効率的 に漁獲 に結 びつ け

るため には,生 産対象 となる生殖巣が放流地 区の漁期

に天然群 と同等 の量的発達 を示す ことが条件 となる。

 北海 道 日本海 沿岸 のエ ゾバ フ ンウニ は,9～10月

に産卵 し1～5),漁 期 は生殖 巣が増 大す る5～8月 で あ

る。 いっぽ う,北 海道津軽海峡東部 ～南部太平洋沿岸

のエ ゾバ フンウニ は春 ～秋 にか けて産卵 し5,6),12～

3月 が漁期で ある。北海道 日本海沿岸 か ら北 海道東 部

太平洋沿岸 に移殖 したエ ゾバフ ンウニ と,北 海道南 部

太平洋沿岸 に放流 した 日本 海沿岸 産エゾバ フ ンウニ人

工種苗 は,い ず れ も秋 に産卵す る 日本海産固有 の生殖

周期 を維持 し,漁 期(冬 期)に は地 元天然群 に比較 し

て生殖巣 が量 的に発達 しないため,そ の導入は不 適で

ある ことが 明 らか にされてい る6,7)。各 地区で人工 種

苗 を放流 する場 合,そ の親の産地に よって放流個 体の

生殖周期 が異 なるか どうか を明 らかにす ることは,適

正 な放流種苗 を選定 するための重要 な課題であ る。そ

こで,本 研 究では北 海道 日本海沿岸産の親 ウニ を用い
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て採苗 した人工種苗 を北海道津軽 海峡東部沿岸へ,ま

た,北 海道南部太平洋沿岸産の親ウニか ら採苗 した人

工種苗 を北海道中部 日本海沿岸に放 流 し,放 流後の生

殖巣の量お よび質的な季節変化 を明 らかに し,そ の導

入の適否 について検討 した。

材 料 お よび 方 法

1986年10月 下旬 に,北 海道 中部 日本 海沿岸の熊石

町地先 お よび積丹 町地先 産のエ ゾバ フ ンウニを親 とし

て採苗 した人工種 苗20,000個 体 を,1988年3月7日

Fig. 1. Map of releasing sites (•œ) of cultured seeds, Strongylocentrotus intermedtius and their parents inhabitats (•›). 

Table 1. Life cycle of cultured seeds, Strongvloctntrotus intermedius, released in Toi and Yoichi

* Test diameter .
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Table 2. Test diameter of released group and native population of Strongylocentrotus in 

termedius in Toi

に津軽海峡東部の戸井町釜谷地先(水 深5m)に 放流

した(放 流 時殻 径18.9mm)。 また,1988年5月 下 旬

に,北 海道南部太平洋沿岸の南茅部町産エゾバフ ンウ

ニ を親 と して採苗 した 人工種 苗10,000個 体 を,1989

年6月17日 に北海道 中部 日本海 沿岸 の余市 町浜 中地

先(水 深2～3m)に 放流 した(放 流時殻径15.3mm)。

両地区の放流場所 は天然群が生息 しない,孤 立 した投

石地帯である(Fig.1,Table1)。

放流種 苗群 を,戸 井 町地先 では放 流後約1年4か 月

経 過 した1989年6月 か ら1990年6月 までのほぼ1年

間,ま た 余市 町 地先 で は放 流 後約10か 月経 過 した

1990年4月 か ら1991年10月 まで,そ れ ぞれ ほぼ 月

1回 の割合 で スキューバ潜水 によ り30個 体 前後 を採

取 した。また,1989年6月 か ら1990年5月 にかけて,

戸 井 町小 安地 先の 人工種苗 を放流 していな い岩礁域

(水深5～6m)で,ほ ぼ月1回 の割合で,天 然群11

～30個 体 を同様 に採取 した。

採取 した個体 の殻径 と全重量 および生殖 巣重量(g,

湿重量)を 計測 し,生 殖巣指数(生 殖巣重量 ×100/全

重量)を 算出 した。 また,生 殖巣 の成熟過程 をFuji8)

の区分 に従 って肉眼 的に観察 した。

結 果

採取個体の殻径 戸井 町地先 に放流 した日本海産放

流種 苗 と天然群 の各 月の平均殻 径 は,ほ ぼ60mm台

で あ った(Table2)。 また,余 市 町地先 で採取 した

北 海道南部 太平洋 沿岸産放流 種苗 の平均殻 径 は36.7

～49 .3mmの 範囲内であ った(Table3)。

Table 3. Test diameter of the released group of Stron-

gylocentrotus intermedius in Yoichi

生殖巣指数の変化 戸井町地先 に放流 した日本海産

人工 種苗 の生殖巣 指数 は,6,月 下旬 ～9月 上旬 に20

以上 の高 い値で推移 したが,そ の後急激 に下降 し,11

月上旬 には5未 満 となった。その後,指 数 は6月 まで

上昇 したが,漁 期 に相当す る1～3月 には10前 後 と

な った。 これ に対 して,天 然群 の生 殖巣指 数 は,10

月上旬 ～11月 下旬お よび3月 中旬 ～5月 下旬 に若 十

下 降 したが,12月 中旬 ～3月 中旬 には多少 上昇 して

15以 上 にな った。 しか し,各 月 の指 数は平均値 が10

以上であ り,ま た個体問のば らつ きが大 きく,放 流群

に比較 して季節的 に大 き く変化 しなか った(Fig.2)。
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Fig. 2. Seasonal changes in gonad indices of the released group and native population in Toi.

Fig. 3. Seasonal changes in gonad indices of the released group in Yoichi.
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余市町地先 に放流 した北海道南部太平洋沿岸産人工

種苗の生殖巣指数 は3月 以降に急激 に上昇 した。 と く

に,1991年5月 下旬 ～8月 上旬 には,20以 上 の高 い

値で推 移 した。 しか し,指 数 は9月 上旬 には10未 満

に急激 に下降 し,そ の後12月 中旬 まで低 く推移 した

(Fig.3)。

成 熟過程 の変化 戸井 町地先 に放流 した種苗 の性成

熟過 程は季節 的に明確 に変化 した。す なわち,6月 下

旬 ～9月 上旬 には,配 偶子 の形成が 肉眼観察 される成

熟 後期 が主体 であ り,11月 上旬 に は全 個体が生 殖巣

が萎縮 し,若 十 の配偶子 の残存が観察 される放 出期で

あった(Table4)。 その後12月 中旬 と2月 上旬 は,

それ ぞれ量的 には少 な く,黄 か っ色 を呈す回復期お よ

び黄か っ色 を呈 し,量 的 に増大 し始め る成長期の個体

が多か った。 また,3月 中旬～5月 下旬 は,雄 では黄

白色 また は灰か っ色,雌 では赤か っ色 を呈す成熟前期

の個体が多か った。 これ に対 して,天 然群では成熟後

期の個 体が5月 下旬 と6月.下 旬お よび9月 上 旬 ～10

月上旬 に60%以 上出現 し,ま た,放 出期の個体 が8

月上旬お よび10～12月 にも出現す るこ とな ど,群 と

して まとまりのある季節 的な周期性が なかった。

余市 町地先 に放流 した人工種苗 の性成熟過程 は,4

月中旬 ～5月 中旬 に成熟前期 が,5月 下旬 ～8月 上旬

には成熟 後期が それぞれ主体 とな り,8月 上旬 ～9月

上旬 には,成 熟後期か ら放出期へ と移行 した。その後,

10～12月 に は主 に回復期 か ら成長期へ と移行 し,2

月下旬には成長期 と成熟前期 の個体が ほぼ同頻度で 出

現 した(Table5)。

この ように,北 海道南部太平洋沿岸産種苗の生殖巣

は,主 に8月 に産卵す る明確 な周期性 を示 した。

考 察

戸井町地先 に放流 した人工種苗の親 ウニの産地 と同

じ北海道 中部 日本海沿岸の乙部町地先のエゾバフ ンウ

ニの生殖巣指数 は,他 の 日本海沿岸域 と同様1～5)に9

～11月 に産卵 のために10未 満 に急激 に下 降す る明確

な生殖 周期 を示 す(Fig.4)。 放流 した 人工 種苗 も同

様に季節変化する ことか ら,日 本海産種苗 を津軽海峡

東部沿岸に放流 して も,固 有の生殖周期 を維持す るこ

とが明 らかにな った。

い っぽ う,今 回調べ た戸井 町地先 を含 む津軽海峡東

部 お よび北海道南部太平洋沿岸 に生息す るエ ゾバ フン

ウニの生殖巣指数 および性成熟過程 は個体 によるばら

つ きが大 きく,季 節的 に大 きく変化 しないとされてい

る5,6)。余市沿岸 に放 流 した人工種 苗の親 ウニの産地

で ある南茅部町沿岸 に生息す るエ ゾバ フンウニの生殖

巣指数 も,4～6月 に下降す るが,戸 井町の天然エ ゾ

バ フ ンウニと同様 に群 と して まとま りのあ る季節的な

Table 4. Seasonal changes in gonad developmental stage of released group and native population of Strongylocentrotus

 intermedius in Toi
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Table 5. Seasonal changes in gonad developmental stage of released group and native population of 

Strongylocentrotus intermedius in Yoichi

Fig. 4. Seasonal changes in gonad indices of Strongvlocentrotus intermedius in Minamikayabe and Otobe.

*四 ツ屋 義則(1981):昭 和53～55年 度エ ゾバ フンウニ種 苗生産 に関す る試験 報告書(第1報) .渡 島東部地 区

水産業改 良普及推進協議会,函 館,96pp.
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周 期性が み られ ない(Fig.4)。 また,津 軽 海峡東部

恵 山町地先 お よび北 海道南部太平洋沿岸 の南茅部 町地

先 のウニ採 苗施設 では,地 元 に生息す る成体エ ゾバ フ

ンウニの受 精,採 苗 が春 ～秋 の,長 期 間において可能

である とされている。このこ とが,こ の地 区に生息す

るエゾバフ ンウニ個体群 の中に春 ～秋 に産卵時期 を異

にする種 内群 が存在 するこ とによるのか,あ るいは配

偶子 の放 出が長期 間にわたっているこ とによるのかは

明 らかに されていない。

南茅部 町産の親ウニか ら5月 下旬 に採苗 し,余 市沿

岸 に放流 した人工種苗 は,親 ウニ と同様 に5月 下旬 に

は成 熟後期 の個体 が高 い比率 で出現 し,日 本海沿岸 の

エゾバフ ンウニ よりも約1カ 月早 い8月 に産卵 した。

従 って,日 本海沿 岸に放流 した北海道南部太平洋産 の

種苗 は,北 海道南部太平洋沿岸 に放流 した 日本海産種

苗 と同様 に,親 ウニの生殖周期 を基本 的に維持 してい

る可 能性 が考え られる。 しか し,5月 下旬 に受精,採

苗 した親ウニは,南 茅部 町地先 の天然 海域 で8月 に産

卵 するのか,あ るいは放流 した種苗群 の生殖周期が 日

本海の生殖 周期 に同調す るのかにつ いては明 らかでな

い。 一1後,太 平洋 沿岸 で,地 元 の親 ウニか ら採苗 した

人工種苗 を,採 苗 時期 別に放流 し,各 放流群が産卵時

期 を異 にする まとま りのある生殖周期 を保持す るのか

否 かを明 らかにす る必要 がある。

い っ ぽ う,国 外 で は 地 理 的 に離 れ て 生 息 す る

Lytechinus vayiegatusや アメ リカアル パ シア,Aybacia

punctolataの 遺伝 的あ るい は形態 的変異 についての研

究9～)が 行わ れてい る。北 海道 日本 海沿岸 と太平洋

沿岸 のエ ゾバ フ ンウニが独立 した個体群で あるか につ

いては,今 後の遺伝 的な検証が必要で ある。

戸井 町地先 の天然群 の生殖巣指数 は漁期(1～3月)

には15以 上であ るのに対 して,放 流 した 日本 海産種

苗 はほ ぼ10前 後 と低 い値 とな った。 また,余 市 町地

先 に放流 した北海道南部太平洋産種苗 の生殖巣指数 は

漁期(5～8月)に 量的 に発達す る ものの,配 偶子が

流 出す る成熟後期が主体 となって いることか ら,品 質

面で 問題が生 じるので はないか と思 われ る。 したが っ

て,親 ウニの産地が異 なるこれ ら両放流群 は,地 元 の

ウニ漁業生産 の増大 を図 るため には,そ の導入 は不適

で ある と結論 される。

いっぽう,津 軽海峡東部か ら南部太平洋で秋採苗 し

た人工種苗 を,日 本海沿岸 に放流す るとどの ように季

節変化す るのか につ いて は今後明 らか にすべ き興味あ

る課題であ る。

要 約

北海道西部 日本海 および南部太平洋産エ ゾバ フ ンウ

ニ人工種苗 を,そ れぞれ津軽海峡東部戸井町 および 日

本海 中部余市 町沿岸 に放流 し,そ れ らの生殖周期 を調

べ た。

戸井 町地先 に放流 した種苗 は,9～11月 に産卵す

る 日本海沿岸 固有 の生殖周期 を保持 し,地 先天然群 と

は明確 に異 なった。余市 町地先 に放流 した種苗 は,お

もに8月 に産卵す る明確 な生殖周期 を示 した。

各放流地 区の漁期 における種苗 の生殖巣 の量的発達

と成熟過程 か ら判 断 して,親 ウニの産地が異 なるこれ

ら放流群 の導入 は不適で ある と結論 した。
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